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ブロメライン複合体酵素  

ブロメライン酵素を弊社独自の技術で特殊加工した醗酵抑止改質酵母を複合体にし、 
生体触媒機能として、バクテリア、微生物の活性化を行い、水質汚濁の物質であります 
「有機化合物」を完全分解させる事を可能にしたものです。 

 
汚泥を食べるバクテリアが活性化し、汚泥を食べたバクテリアを微生物が食べる。 

絶対的嫌気性、絶対的好気性、条件的嫌気、好気の微生物が共存して、汚染源の 
有機化合物を分解してくれます。 
この食物連鎖が起きれば水は綺麗になります。微生物活性だけでは水は綺麗になりません。 

 
   汚泥を食べるバクテリアの出現（紅色細菌など）    バクテリアを食べる微生物出現 
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水質浄化・汚泥分解 
食物連鎖による継続的浄化ができる。 
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   微生物の生存圏で 

 あるコロニーの写真。 
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＊ ウォーターキーパーは水質浄化と汚泥分解を同時に行うものです。 
＊ 汚染された水に効果を発揮するような技術になっています。 
＊ 微量の投入量で効果を出せるような触媒の働きです。 
＊ バクテリア、微生物の食物連鎖で継続的浄化を行います。 
＊ 河川、汽水域、海域、湖沼、畜産、下水処理場の有機化合物分解を行います。 
＊ 有機化合物がなくなれば、微生物は「エサ」が無くなり自然淘汰され、 

本来の自然の摂理の働きが回復して来ます。 
 
公共域河川、湖沼、海域などにブロメライン酵素・酵母使用製品の点滴投入は特許化されています。 


